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道路構造・設計
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道路景観検討の基本

設計道路地域の現況景観、歴史、風土、文化を活かした

道路計画・設計。

①地域特性と調和した交通機能や空間機能

②自然と親しむための道路構造

③姿形の洗練

大まかに、内部景観と外部景観に分類される。
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道路景観検討の基本

①内部景観－１：（道路内から道路外を見ること）

②内部景観－２：（道路内から道路空間を見ること）

③外部景観 ：（道路外から道路を含めた景観を見ること）

これら３つの観点から考える必要がある。

⇒道路のみでなく、周辺景観と調和することで成立する。
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道路景観検討の基本

道路の機能を踏まえた道路デザインは、道路を地域のなかに馴
染んだものとしておさめ、地域におのずと受け入れられるものと
しなければならない。特異で唐突な存在としてはならず、 万人
にとって使い勝手の良い障害物のない空間を確保して、飽きのこ
ないシンプルなものとする必要がある。

＜道路デザインの方向性＞

・地域のおける道路の機能に根ざした必然性のあるおさまり

・道路の特性に基づく景観的な一貫性の保持

・公共空間としての控えめで洗練された道路景観の創造

・付加的で過剰なデザインの排除

道路のデザイン - 道路デザイン指針(案)とその解説 - より
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内部景観評価
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内部景観評価
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外部景観評価

スパン割が均一

橋梁掛け違い部での連続性の確保
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外部景観評価

排水管や検査路の収まりの工夫
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外部景観評価 美しい形態を持つカルバートの採用
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連続性の検討

出現する切土のり面の形（大きさと位置）に応じたとラウンディングの計画

切土のり面のラウンディングによる現地形との連続性の確保
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連続性の検討

切土のり面の緩傾斜造成（グレーディング）
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連続性の検討

圧迫感を軽減する
突出型坑門や竹割
型坑門の採用

上下線坑口の
バランスを考える

トンネル坑口と地形の連続性
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道路安全施設の検討

道路標識の設置
道路標識の設置場所の選定に際しては、
次の各項に留意のうえ、決定するものとする。

I. 道路利用者の行動特性に配慮すること
II. 標識の視認性が妨げられないこと
III.沿道からの道路利用にとって障害とならないこと
IV. 必ずしも交差点付近に設置する必要のない標識は、

極力交差点付近を避けること
V. その他、道路管理上支障のないこと

出典：道路構造令の解説と運用 、社団法人日本道路協会、平成16年2月、pp.614より
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道路安全施設の検討

道路照明
I. 連続照明
II. 局部照明
III. トンネル照明

出典：道路構造令の解説と運用 、社団法人日本道路協会、平成16年2月、pp.611より

照明の検討

主として夜間における交通の安全と円滑化を図るため、必要が
ある場合においては照明施設を設けるものとする。


